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〇地元設楽町の費用負担とダム地域整備関係費用の比率は 3.6％

（３）費用対効果の考え方 

〇設楽ダムの水は安いか、高いか。 
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〇流水の正常な機能の維持（不特定容量）の費用は、誰が負担するべき費用か。 
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〇灌漑の費用は、誰が負担するのか。法律では、受益者負担として農家が負担することを

定めている。農家は、費用を負担してまで水を必要としているのか、それとも、愛知県

が肩代わりしてくれるなら、水を使うということなのか。

〇治水の費用負担者 

〇新規事業よりも、既存施設の更新・維持管理の費用が不可欠となる。 
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≪小峰隆夫氏講演 「地域再生と公共投資」≫ 

※法政大学教授  

（１）人口問題へのアプローチ 
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（２）地域から見た人口問題 

（３）アベノミクスと地域再生 
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（４）地域政策は既に転換している。 


